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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

悠
久
の
流
れ
、
生
命
の
水
、
緑
の
福
地

生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
と
っ
て
、
必
要
不
可
欠
な
光
と
空

気
と
水
と
愛
。
今
回
は
そ
の
一
つ
、
レ
ダ
の
水
を
紹
介
し
ま
す
。

い
く
つ
も
の
側
面
を
持
つ
レ
ダ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
農
作
と
牧

畜
に
必
要
な
農
業
用
水
、
養
殖
に
必
要
な
水
産
用
水
、
人
間
に

必
要
な
飲
料
水
と
生
活
用
水
が
主
な
用
途
で
す
が
、
食
品
加
工
、

菜
園
、
植
樹
園
、
果
樹
園
、
花
壇
、
土
地
保
全
、
自
動
車
と
機

械
類
な
ど
に
も
水
が
使
わ
れ
ま
す
。
ま
た
将
来
医
療
施
設
が
で

き
れ
ば
、
純
粋
な
水
が
多
く
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

レ
ダ
基
地
で
私
た
ち
が
使
う
水
は
、
す
べ
て
パ
ラ
グ
ア
イ
川

か
ら
得
て
い
ま
す
。
川
岸
近
く
に
あ
る
「
日
陽
園
」
と
書
か
れ

た
大
き
な
給
水
塔
に
は
、
川
か
ら
汲
み
上
げ
た
茶
色
の
濁
水
が

一
時
的
に
蓄
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
流
や
支
流
か
ら
直
接
・

間
接
に
得
る
水
と
、
天
か
ら
の
雨
水
の
量
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

給
水
塔
の
水
の
一
部
は
、
浄
水
施
設
で
沈
殿
・
濾
過
・
殺
菌

処
理
等
を
行
っ
て
、
無
色
透
明
、
安
全
な
水
道
水
と
な
り
ま
す
。

定
期
貨
客
船
ア
キ
ダ
バ
ン
が
レ
ダ
に
入
港
す
る
と
、
ポ
リ
タ
ン

ク
を
抱
え
た
人
々
が
競
っ
て
川
岸
の
蛇
口
に
駆
け
付
け
、
水
を

汲
む
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。
水
代
は
取
り
ま
せ
ん
が
、
水
質
の

安
定
し
た
水
道
水
を
常
に
十
分
に
供
給
す
る
の
は
、
な
か
な
か

手
間
の
か
か
る
作
業
で
す
。
そ
れ
で
も
、
内
陸
乾
燥
地
の
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
や
ロ
マ
・
プ
ラ
タ
の
町
が
、
貴
重
な
雨
水
を
無

駄
な
く
貯
め
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
比
べ
る
と
、

川
沿
い
の
レ
ダ
は
大
変
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

自
動
車
や
機
械
の
エ
ン
ジ
ン
に
は
、
蒸
留
水
が
必
要
で
す
が
、

そ
の
必
要
量
は
限
定
的
。
農
業
、
水
産
を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど

の
用
途
に
は
、
川
の
水
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
ま
す
。
こ
の
濁
っ

た
水
も
雨
水
も
、
大
自
然
に
あ
っ
て
動
植
物
の
生
命
を
育
む
力

は
偉
大
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
す
べ
て
の
自
然
物
は
「
パ
ン

タ
ナ
ー
ル
精
神
」
の
良
い
教
材
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

広
大
な
日
陽
園
の
福
地
を
潤
す
生
命
の
水
は
、
雨
季
限
定
の

雨
水
を
別
と
す
れ
ば
、
す
べ
て
パ
ラ
グ
ア
イ
川
と
そ
の
支
流
が

源
泉
で
す
。
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
湿
原
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
は
、

国
際
社
会
が
こ
の
貴
重
な
河
川
を
悠
久
の
流
れ
と
し
て
保
全
す

る
意
志
を
表
明
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

古
代
の
世
界
四
大
文
明
圏
は
、
大
き
な
河
川
沿
い
に
発
祥
し

ま
し
た
。
水
の
恩
恵
で
す
。
と
こ
ろ
が
現
代
で
は
「
水
を
制
す

る
者
は
、
世
界
を
制
す
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
言
葉
が
誤
っ

た
方
向
に
現
実
化
し
な
い
よ
う
、
必
ず
し
も
無
尽
蔵
で
は
な
い

水
資
源
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

大地を潤すパラグアイ川の流れ
Streams of Life-Giving Water of the Blessed Land

水



五
月
十
日
に
レ
ダ
で
行
っ
た
パ
ク
ー
放
流

式
の
詳
細
な
報
告
が
、
現
地
で
準
備
に
奔
走

し
た
佐
野
道
准
氏
か
ら
届
き
ま
し
た
。

●
今
年
の
放
流
式
は
、
地
元
の
人
々
が
よ
り

レ
ダ
を
理
解
し
、
自
然
保
護
の
意
識
を
高
め

る
行
事
に
し
よ
う
と
、
教
育
も
兼
ね
て
オ
リ

ン
ポ
の
学
生
た
ち
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。

●
今
年
は
四
月
～
五
月
に
異
常
な
豪
雨
が
続

き
、
道
路
が
全
く
使
え
な
い
。
チ
ャ
コ
地
方

の
パ
ラ
ト
ド
と
い
う
町
は
、
平
年
な
ら
水
不

足
に
悩
ま
さ
れ
る
の
に
、
今
年
は
水
に
浸
か

り
、
屋
内
で
も
長
靴
が
必
要
と
い
う
異
常
事

態
。
多
く
の
家
庭
が
別
の
町
に
仮
住
ま
い
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ト
ロ
パ
ン
パ
や
マ
リ
ア
・

ア
ウ
シ
リ
ア
ド
ー
ラ
な
ど
、
内
陸
部
の
村
は

食
料
や
燃
料
の
補
給
手
段
が
断
た
れ
、
州
政

府
が
緊
急
に
飛
行
機
で
食
料
品
や
日
用
品
を

運
ん
だ
。
そ
れ
ゆ
え
交
通
手
段
は
船
に
頼
る

し
か
な
か
っ
た
の
だ
が
、
一
番
安
く
確
実
な

方
法
が
定
期
船
の
利
用
な
の
で
あ
る
。

●
本
来
は
五
月
三
日
（
金
）
を
予
定
し
た
が
、

そ
の
週
も
大
雨
が
降
っ
て
、
レ
ダ
基
地
が
過

度
に
ぬ
か
る
む
状
態
と
な
り
、
水
曜
日
の
朝
、

急
遽
翌
週
に
延
期
し
た
。
せ
っ
か
く
生
徒
た

ち
の
長
年
の
夢
が
か
な
っ
て
レ
ダ
に
来
る
と

い
う
の
に
、
最
悪
の
場
合
は
放
流
式
も
出
来

な
く
な
る
心
配
な
状
況
。
だ
が
先
方
も
事
情

が
分
る
の
で
、
快
く
納
得
し
て
く
れ
た
。

●
次
の
週
も
天
候
が
心
配
さ
れ
た
が
、
何
と

か
雨
を
避
け
ら
れ
そ
う
で
も
あ
っ
た
。
九
日

の
朝
、
オ
リ
ン
ポ
で
一
行
が
定
期
船(

ア
キ

ダ
バ
ン)

に
乗
り
、
夜
九
時
か
十
時
頃
の
レ

ダ
到
着
を
想
定
し
て
い
た
。
し
か
し
政
府
が

こ
の
船
を
使
っ
て
様
々
な
町
や
村
に
緊
急
援

助
品
を
届
け
た
た
め
、
運
行
が
大
幅
に
遅
れ
、

オ
リ
ン
ポ
出
発
が
午
後
二
時
と
な
っ
た
。

●
深
夜
二
時
、
よ
う
や
く
船
が
レ
ダ
に
到
着
。

皆
明
る
く
元
気
に
船
か
ら
降
り
て
き
た
。
生

徒
が
31
人(

男
子
13
人
、
女
子
18
人)

、
教
師

は
校
長
先
生
を
含
む
男
性
二
人
、
お
母
さ
ん

が
一
人
付
い
て
き
て
総
勢
34
人
。
先
生
方
は

講
師
室
に
、
他
の
人
た
ち
は
男
女
別
二
部
屋

に
泊
ま
っ
て
も
ら
っ
た
。

●
翌
十
日
は
七
時
か
ら
朝
食
。
八
時
に
大
講

堂
に
集
合
。
ま
ず
中
田
氏
の
挨
拶
、
次
い
で

岩
澤
氏
の
挨
拶
。
そ
し
て
私
が
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
レ
ダ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
を
し

た
。
レ
ダ
の
紹
介
は
、
ま
ず
原
野
の
開
拓
か

ら
始
ま
っ
て
、
現
在
の
状
況
が
あ
る
こ
と
、

文
先
生
御
夫
妻
が
パ
ラ
グ
ア
イ
、
パ
ン
タ
ナ
ー

ル
を
深
く
愛
し
て
お
ら
れ
る
こ
と(

自
叙
伝

な
ど
を
引
用)

。
こ
れ
は
彼
ら
に
自
分
の
生

ま
れ
た
地
に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に

強
調
し
た
。
そ
し
て
レ
ダ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

地
域
振
興
と
環
境
保
護
を
常
に
念
頭
に
置
い

て
進
め
て
い
る
こ
と
。
今
ま
で
先
住
民
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
奉
仕
し
て
き
た
こ
と
。

こ
れ
は
文
先
生
御
夫
妻
の
「
為
に
生
き
る
」

哲
学
の
実
践
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
訴
え
た
。

オ
リ
ン
ポ
の
市
会
議
員
で
も
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ

ク
の
篤
実
な
信
者
で
あ
る
校
長
先
生
は
特
に

熱
心
に
聞
い
て
く
れ
た
。
生
徒
た
ち
も
皆
、

関
心
を
持
っ
て
聞
い
て
く
れ
た
と
思
う
。

●
そ
の
後
九
時
半
頃
、
全
員
で
養
殖
池
に
行
っ

た
。
今
回
は
上
山
貞
和
氏
の
企
画
で
、
彼
ら

に
魚
を
す
く
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
川
に
放

流
す
る
と
い
う
方
式
を
取
っ
た
。
初
め
て
池

に
入
る
の
で
、
最
初
は
少
し
抵
抗
が
あ
っ
た

青
年
た
ち
も
、
労
働
者
た
ち
に
続
い
て
元
気

よ
く
池
に
入
っ
て
行
っ
た
。
幅
20
ｍ
ぐ
ら
い

の
網
を
１
ｍ
間
隔
で
持
ち
、
徐
々
に
対
岸
に

寄
せ
て
く
る
。
そ
し
て
池
の
対
岸
ま
で
魚
を

追
い
込
ん
で
網
を
引
き
寄
せ
る
と
、
数
多
く

の
魚
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
跳
ね
る
。
こ
れ
を

す
く
う
た
め
に
は
泥
池
に
飛
び
込
ん
で
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
で
も
飛
び
跳
ね
る
魚
を
小

網
で
す
く
う
こ
と
の
面
白
さ
に
皆
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー

叫
び
な
が
ら
、
池
に
入
っ
て
行
っ
た
。
池
の

斜
面
で
滑
っ
て
転
ぶ
者
、
魚
が
跳
ね
て
顔
が

泥
だ
ら
け
の
者
、
シ
ャ
ツ
も(

次
面
に
続
く
）

今レダ基地では
貨客船アキダバン船内で魚肉製品を販売。5月17日

淡水エイを釣り上げた水田君。 生まれた豚の赤ちゃんと瀬戸本君。 浄水場で水つくりをする上山勝吾郎君。



ズ
ボ
ン
も
泥
ん
こ
び
し
ょ
濡
れ
。
こ
う
し
て

全
身
で
遊
ぶ
こ
と
は
子
供
の
頃
以
来
だ
ろ
う
。

●
魚
を
入
れ
た
水
槽
を
ト
ラ
ッ
ク
で
川
岸
に

運
び
、
バ
ケ
ツ
で
す
く
っ
て
川
に
放
流
し
た
。

も
う
水
に
入
る
こ
と
を
恐
れ
る
者
は
い
な
い
。

放
っ
た
魚
は
約
一
〇
〇
〇
匹
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
泥
ま
み
れ
の
服
装
で
全
員
記
念
撮
影
。

何
人
か
は
泥
ん
こ
の
服
装
で
先
生
に
抱
き
つ

い
て
い
た
。
こ
の
時
ば
か
り
は
先
生
も
何
も

言
え
な
い
。
皆
、
こ
れ
は
記
念
す
べ
き
生
涯

初
め
て
の
体
験
だ
と
言
っ
て
い
た
。

●
そ
の
後
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
着
替
え
て
昼

食
。
着
替
え
を
持
っ
て
き
て
な
い
と
い
う
人

が
い
て
、
レ
ダ
の
ス
タ
ッ
フ
が
自
分
の
服
を

あ
げ
て
い
る
光
景
も
あ
っ
た
。(

事
前
に
池

に
入
る
こ
と
は
伝
え
て
あ
っ
た
け
れ
ど
。)

●
昼
食
の
メ
イ
ン
は
恒
例
の
牛
の
ア
サ
ド
。

ま
た
小
橋
さ
ん
が
造
っ
た
パ
ク
ー
や
ピ
ラ
ニ

ア
の
魚
肉
製
品
が
各
テ
ー
ブ
ル
に
置
か
れ
た
。

食
事
中
、
小
橋
さ
ん
に
少
し
説
明
を
し
て
も

ら
っ
た
が
、
皆
は
珍
し
そ
う
に
味
見
を
し
て

い
た
。
食
事
が
一
段
落
し
た
時
、
オ
リ
ン
ポ

の
青
年
た
ち
が
予
め
準
備
し
て
き
た
歌
を
二

曲
歌
っ
て
く
れ
た
。
校
長
先
生
か
ら
は
感
謝

の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
た
。
次
に
レ
ダ
の
青

年
五
人
が
踊
り
な
が
ら
歌
っ
て
く
れ
た
。
彼

ら
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
走
り
回
る
中(

放
流

の
準
備
、
清
掃
、
カ
メ
ラ
、
食
事
準
備
な
ど)

こ
う
い
う
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
も
準
備

し
て
く
れ
、
ま
さ
に
大
車
輪
の
活
躍
だ
っ
た
。

●
昼
食
後
、
二
時
半
か
ら
簡
単
な
施
設
巡
り
。

ま
ず
エ
ビ
養
殖
の
研
究
室
。
鮮
文
大
生
が
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
養
殖
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

そ
し
て
小
橋
さ
ん
の
工
房
。
こ
こ
は
い
つ
も

人
気
ス
ポ
ッ
ト
。
そ
し
て
養
殖
池
へ
行
き
、

飼
料
を
撒
い
て
も
ら
っ
た
。
最
後
に
タ
ロ
イ

モ
畑
。
吉
村
敏
明
氏
が
き
れ
い
に
整
備
し
た
、

一
番
大
き
な
畑
が
映
え
て
い
た
。

●
午
後
三
時
半
か
ら
の
自
由
時
間
は
、
ほ
と

ん
ど
全
員
が
プ
ー
ル
へ
。
六
時
の
夕
食
の
直

前
ま
で
プ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
た
。
オ
リ
ン

ポ
に
は
も
ち
ろ
ん
プ
ー
ル
は
な
い
。
川
で
の

泳
ぎ
は
危
な
い
の
で
、
彼
ら
に
は
泳
ぐ
機
会

が
あ
ま
り
な
い
。
こ
う
い
う
き
れ
い
な
プ
ー

ル
で
泳
ぐ
こ
と
は
彼
ら
に
と
っ
て
夢
の
中
の

夢
。
最
高
の
思
い
出
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

●
夕
方
七
時
過
ぎ
、
ア
キ
ダ
バ
ン
が
遅
れ
て

到
着
し
た
。
皆
紅
潮
し
た
顔
、
興
奮
し
た
様

子
で
、
各
人
思
う
が
ま
ま
に
し
ゃ
べ
り
な
が

ら
港
ま
で
歩
い
て
行
っ
た
。
見
る
か
ら
に
と

て
も
満
足
そ
う
だ
っ
た
。
一
人
一
人
握
手
し

な
が
ら
船
に
乗
り
込
む
。

●
今
回
、
オ
リ
ン
ポ
の
青
年
た
ち
を
招
待
し

た
こ
と
は
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
う
。
ま
ず

校
長
先
生
を
は
じ
め
、
先
生
、
父
兄
に
レ
ダ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
え

た
こ
と
は
非
常
に
有
意
義
だ
っ
た
。
今
後
地

元
の
各
分
野
の
人
を
招
待
し
て
啓
発
し
た
い

と
思
う
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、
彼
ら
自

身
が
言
っ
て
い
た
よ
う
に
、
生
涯
唯
一
の
体

験
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
辺
境
の
地
に

住
む
人
た
ち
に
も
リ
ゾ
ー
ト
地
に
行
っ
た
よ

う
な
体
験
を
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

池
に
入
っ
て
魚
を
捕
獲
し
、
童
心
に
帰
り
、

全
身
を
使
っ
て
活
動
で
き
た
。
オ
リ
ン
ポ
が

世
界
的
に
有
名
な
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
に
あ
り
、

自
分
た
ち
が
そ
の
住
人
で
あ
る
と
い
う
誇
り

を
、
多
少
と
も
感
じ
て
も
ら
え
た
。
ま
た
レ

ダ
が
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
こ
の

地
域
の
復
興
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

理
解
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
う
し
て
彼
ら
の
レ

ダ
初
訪
が
有
意
義
な
も
の
に
な
っ
た
と
思
う
。

●
今
回
の
放
流
式
は
、
少
な
い
人
数
で
実
行

し
た
の
で
、
上
山
氏
に
か
か
る
負
担
が
大
き

か
っ
た
と
思
う
。
そ
し
て
各
人
が
分
担
し
た

役
割
を
死
守
し
て
く
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
深

く
感
謝
し
た
い
。
特
に
レ
ダ
の
青
年
た
ち
が

ど
ん
な
こ
と
で
も
嫌
な
顔
ひ
と
つ
せ
ず
、
二

重
、
三
重
に
責
任
を
こ
な
し
て
く
れ
た
こ
と

が
今
回
の
成
功
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
思
う
。

師匠の日に青年たちから先輩たちにケーキのプレゼント。5月15日 引き続きアキダバン船内で魚肉製品を販売。5月31日

カピバラの家の世話は豊村氏が担当。5月15日 食品管理をする北中氏。5月中旬卵8個を抱く七面鳥。5月中旬



第
二
十
回
一
日
特
別
研
修
会
ご
案
内

夏
の
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
特
別
研
修
会
（
ワ
ン
デ
イ
セ
ミ

ナ
ー
）
を
、
左
記
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。
会
場
は
、
先
回

と
同
じ
セ
ン
タ
ー
棟
四
階
、
研
修
室
は
四
〇
一
室
で
す
。

日
時：

七
月
二
十
七
日
（
土
）
十
時
受
付
、
五
時
終
了
予
定

会
場：

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
、

セ
ン
タ
ー
棟
四
階(
小
田
急
線
参
宮
橋
駅
徒
歩
七
分
、
ま
た
は

渋
谷
駅
西
口
40
番
乗
場
よ
り
バ
ス
、
代
々
木
五
丁
目
下
車)

参
加
費：

二
〇
〇
〇
円
（
昼
食
を
含
む
）
当
日
受
付
に
て

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、

下
記
の
当
法
人
事
務
局
宛
て
、
七
月
二
十
三
日
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。(

応
募
用
紙
の
請
求
も
同
事
務
局
へ)

共
催：

一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地

開
発
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

地
球
の
緑

を
守
る
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
定
）

●
「
レ
バ
レ
ン
ド
・
ム
ー
ン
の
思
想
と

レ
ダ
開
発
」
講
師：

柴
沼
邦
彦=

当
法

人
理
事

●
「
レ
ダ
と

日
本
に
お
け

る
植
樹
活
動
」

講
師：

高
津

啓
洋=

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
地
球
の

緑
を
守
る
会

代
表
理
事

●
「
レ
ダ
開

拓
二
十
周
年

に
つ
い
て
」
講
師：

中
田
欣
宏=

当

法
人
代
表
理
事

●
レ
ポ
ー
タ
ー：

レ
ダ
基
地
か
ら

最
近
帰
国
し
た
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
基
地
ス
タ
ッ
フ
な
ど
。

●
分
科
会：

各
講
師
を
囲
ん
で
、

質
疑
応
答
、
感
想
発
表
ほ
か
、
親

し
く
懇
談
す
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

会員種別
♠会員一口1000円／月
♠特別会員一口１万円／月
♠法人会員一口１万円／月
※いずれも口数は申込者が申告

会費は、毎月の引き落とし方式です。
会費振替用口座 ゆうちょ銀行

00290-5-113072
加入者名：シャ）南北米福地開発協会

入会申し込みと同時に手続きをお願い申し上げ
ます。それが確認でき次第、会員番号を確定し、
ご案内いたします。

♥入会申込書は、左記の事務局にお申しつけく
ださい。ホームページからも入手できます。

一般社団法人
南北米福地開発協会 事務局
〒213-0001
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話: 044-829-2821
FAX: 044-829-2820

ゆうちょ銀行（旧一般会員会費納入）
記号10280 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会
E-メール: office@asd-nsa.com
ホームページ: https://asd-nsa.com
Facebook:https://www.facebook
.com/ledaproject.jp/

第
十
九
回
青
年
奉
仕
隊
へ
、
支
援
の
お
願
い

本
年
派
遣
す
る
第
十
九
回
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
の
募
集

は
、
去
る
五
月
月
末
日
に
締
め
切
り
ま
し
た
。
応
募
し
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
選
考
の
結

果
に
つ
い
て
は
、
個
人
ご
と
に
連
絡
い
た
し
ま
す
。

♥
今
回
の
派
遣
は
、
八
月
二
十
二
日
か
ら
九
月
十
五
日
ま
で

の
十
五
日
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
パ
ラ
グ

ア
イ
共
和
国
チ
ャ
コ
地
方
の
学
校
を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
の
奉
仕
活
動
と
交
流
、
レ
ダ
基
地
で
の
体
験
学
習
と

奉
仕
活
動
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
で
の
機
関
訪
問
な
ど
で
す
。

♥
奉
仕
隊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
す
る
上
で
の
重
要
な
段
取

り
と
し
て
、
現
地
で
利
用
す
る
交
通
機
関
の
手
配
、
作
業
資

材
の
調
達
、
宿
泊
所
と
食
事
の
用
意
、
そ
し
て
奉
仕
活
動
を

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
指
導
者
た
ち
と
の
打
合
せ
等
が
あ
り

ま
す
。
長
期
的
な
視
野
で
、
現
地
住
民
の
現
在
と
未
来
に
と
っ

て
真
に
益
と
な
り
得
る
奉
仕
活
動
を
行
う
た
め
に
、
今
現
地

ス
タ
ッ
フ
が
慎
重
に
準
備
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

♥
活
動
の
中
心
は
学
校
と
な
り
ま
す
。

子
供
た
ち
と
共
に
汗
を
流
し
、
心
を
込

め
て
も
の
を
作
り
、
堅
牢
・
衛
生
的
・

か
つ
美
し
く
仕
上
げ
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ

や
音
楽
、
ダ
ン
ス
、
遊
び
な
ど
を
通
し

て
交
流
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
に
勉

学
の
意
欲
と
希
望
と
が
育
ま
れ
る
こ
と

を
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
に
見
て
来
ま

し
た
。
振
り
返
る
と
、
彼
ら
の
村
に
植
樹
す
る
と
と
も
に
、

彼
ら
の
心
に
愛
を
植
え
て
来
た
こ
と
を
、
実
感
し
ま
す
。

♥
奉
仕
隊
員
は
若
い
日
に
、
国
、
文
化
、
環
境
等
の
境
界
を

越
え
て
行
き
ま
す
。
ま
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
中
で
、
自
己
の

内
的
な
壁
を
越
え
る
大
小
の
挑
戦
に
臨
み
、
自
身
の
潜
在
力

や
深
い
情
緒
に
目
覚
め
る
隊
員
を
、
私
た
ち
は
多
く
見
て
き

ま
し
た
。
未
来
を
担
う
若
者
に
と
っ
て
、
将
来
の
真
の
目
標

が
見
え
て
来
る
こ
と
も
、
大
き
な
収
穫
に
な
る
で
し
ょ
う
。

♥
今
年
も
奉
仕
隊
派
遣
の
た
め
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
ご
支
援
の
送
り
先
は
、
下
記
青
文
字
の
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
口
座
あ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
未
使
用
の
切
手
、

は
が
き
も
支
援
に
な
り
ま
す
。
未
使
用
な
ら
書
き
損
じ
た
は

が
き
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
下
記
事
務
局
あ
て
お
願
い
し
ま
す
。

お便り募集

読者の皆様からのお便りを
募集します。本紙記事へのご
感想や提案、皆様個人やご
家庭での歩み、あるいはグルー
プや支部での活動と関連写
真、イラストなどをお待ちして
います。宛て先は、事務局：
office@asd-nsa.com
へお願いします。

ウラナミアカシジミ

高津啓洋講師中田欣宏代表理事

センター棟

第18回奉仕隊の活動。

柴沼邦彦講師


